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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、中期経営計画「SGK2015」の締めくくりにあた

る本年度を重要な年度と位置付け、成長戦略のさらなる推進とともに、既存主力事業の工事受注が踊り場を迎えて

いる厳しい事業環境にしなやかに対応すべく事業構造の変革に努めてまいりましたが、光アクセス工事および移動

通信工事の売上高減少ならびに原価率の悪化により、受注高261億56百万円(前年同四半期比85.7％）、売上高247億

82百万円（前年同四半期比90.4％）、営業利益34百万円（前年同四半期比3.3％）、経常利益につきましては、1億28

百万円（前年同四半期比11.5％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は38百万円（前年同四半期比6.2％）と減収

減益となりました。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)等

を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　① 通信建設事業

受注高は203億36百万円(前年同四半期比82.0％)、売上高は189億62百万円(前年同四半期比87.5％)となり、セグ

メント利益（営業利益）は18百万円(前年同四半期比1.9％)となりました。

　② 情報サービス事業

売上高は58億20百万円(前年同四半期比101.6％)となり、セグメント利益（営業利益）は20百万円(前年同四半期

比31.1％)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産、負債、純資産の状況)

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は437億92百万円（前連結会計年

度末475億30百万円）となりました。その減少の主な要因は、受取手形・完成工事未収入金等の減少によるものであ

ります。負債は119億3百万円（前連結会計年度末154億50百万円）となりました。その減少の主な要因は、支払手

形・工事未払金等の減少によるものであります。純資産は318億88百万円（前連結会計年度末320億80百万円）とな

りました。

(キャッシュ・フローの状況の分析)

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ、

15億67百万円増加し、71億5百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は23億19百万円（前年同四半期：39億51百万円

資金増加）となりました。これは、主に仕入債務の減少21億50百万円ありましたが、売上債権の減少52億38百万

円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は4億2百万円（前年同四半期：7億87百万円資金

減少）となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出2億97百万円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は3億49百万円（前年同四半期：15億68百万円資

金減少）となりました。これは、主に配当金の支払いによる支出2億15百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、光アクセス工事および移動通信工事の売上高の減少と原価率の悪化により前回発

表値を下回る見通しであることから、通期の業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、本日（平成27年11月６日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得又は売却に

係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更してお

ります。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響額

は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,736 7,326

受取手形・完成工事未収入金等 17,283 12,045

未成工事支出金 1,883 1,707

商品 120 344

仕掛品 52 133

材料貯蔵品 347 356

繰延税金資産 344 456

その他 944 775

貸倒引当金 △18 △17

流動資産合計 26,694 23,127

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,858 4,766

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

1,348 1,267

土地 8,420 8,316

その他（純額） 69 57

有形固定資産合計 14,697 14,408

無形固定資産

のれん 87 52

その他 956 1,125

無形固定資産合計 1,044 1,177

投資その他の資産

投資有価証券 3,049 3,005

繰延税金資産 1,199 1,226

その他 848 849

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 5,095 5,078

固定資産合計 20,836 20,664

資産合計 47,530 43,792
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 6,072 3,922

短期借入金 1,208 1,180

1年内返済予定の長期借入金 885 128

リース債務 96 86

未払法人税等 400 192

未成工事受入金 90 126

賞与引当金 523 774

役員賞与引当金 75 34

工事損失引当金 4 15

その他 2,696 1,357

流動負債合計 12,052 7,817

固定負債

長期借入金 117 850

リース債務 139 96

再評価に係る繰延税金負債 367 359

役員退職慰労引当金 169 131

退職給付に係る負債 2,556 2,601

その他 47 47

固定負債合計 3,397 4,086

負債合計 15,450 11,903

純資産の部

株主資本

資本金 4,104 4,104

資本剰余金 3,801 3,801

利益剰余金 24,708 24,549

自己株式 △136 △136

株主資本合計 32,479 32,319

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 784 751

土地再評価差額金 △1,648 △1,665

退職給付に係る調整累計額 △218 △186

その他の包括利益累計額合計 △1,082 △1,100

非支配株主持分 683 669

純資産合計 32,080 31,888

負債純資産合計 47,530 43,792
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高

完成工事高 21,681 18,962

商品売上高 5,731 5,820

売上高合計 27,412 24,782

売上原価

完成工事原価 19,575 18,006

商品売上原価 4,658 4,728

売上原価合計 24,233 22,734

売上総利益

完成工事総利益 2,106 956

商品売上総利益 1,072 1,091

売上総利益合計 3,178 2,048

販売費及び一般管理費 2,139 2,013

営業利益 1,039 34

営業外収益

受取利息及び配当金 37 40

受取保険金 6 11

受取賃貸料 36 36

その他 21 26

営業外収益合計 101 115

営業外費用

支払利息 6 5

賃貸費用 14 13

その他 2 2

営業外費用合計 23 21

経常利益 1,117 128

特別利益

固定資産売却益 16 13

負ののれん発生益 0 ―

その他 0 0

特別利益合計 17 14

特別損失

固定資産除売却損 16 14

その他 1 0

特別損失合計 18 14

税金等調整前四半期純利益 1,116 127

法人税、住民税及び事業税 513 230

法人税等調整額 △38 △138

法人税等合計 474 91

四半期純利益 641 36

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

18 △2

親会社株主に帰属する四半期純利益 623 38
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 641 36

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 173 △29

退職給付に係る調整額 43 33

その他の包括利益合計 216 3

四半期包括利益 857 39

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 838 38

非支配株主に係る四半期包括利益 19 1
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,116 127

のれん償却額 35 35

減価償却費及びその他の償却費 606 588

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4 △40

工事損失引当金の増減額（△は減少） 16 10

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 97 93

受取利息及び受取配当金 △37 △40

支払利息 6 5

売上債権の増減額（△は増加） 5,443 5,238

たな卸資産の増減額（△は増加） △125 △136

仕入債務の増減額（△は減少） △1,787 △2,150

その他の負債の増減額（△は減少） △949 △1,331

その他 283 333

小計 4,700 2,732

利息及び配当金の受取額 37 40

利息の支払額 △6 △5

法人税等の支払額 △780 △447

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,951 2,319

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △252 △85

定期預金の払戻による収入 220 62

有形固定資産の取得による支出 △556 △297

有形固定資産の売却による収入 58 122

その他 △258 △204

投資活動によるキャッシュ・フロー △787 △402

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △1,293 △28

長期借入れによる収入 120 750

長期借入金の返済による支出 △114 △773

配当金の支払額 △215 △215

非支配株主への配当金の支払額 △13 △15

その他 △51 △66

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,568 △349

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,594 1,567

現金及び現金同等物の期首残高 3,388 5,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,983 7,105
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

　 外部顧客への売上高 21,681 5,731 27,412 ― 27,412

　 セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

145 432 577 △577 ―

計 21,826 6,163 27,990 △577 27,412

セグメント利益 987 64 1,052 △13 1,039

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

　 外部顧客への売上高 18,962 5,820 24,782 ― 24,782

　 セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

136 426 562 △562 ―

計 19,098 6,246 25,345 △562 24,782

セグメント利益 18 20 38 △4 34

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

決算短信 （宝印刷）  2015年11月05日 11時18分 11ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）


